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研究成果の概要（和文）：テクスチャーの官能評価において、「かたさ」「サクサク感」など評価

項目に用いる用語は重要な役割を担う。しかし、用語選定は労力と時間のかかる過程である。

そこで、本課題では、官能評価に有効なデータベースを作成し、官能評価の迅速化に資するこ

とを目的とした。テクスチャー用語はすでに収集した 445 語を用いた。文献調査、質問紙調査

および官能評価によって、935 品目の食物名を選定し、コレスポンデンス分析によって、用語

間の関係、用語と食物名との関係、食物名間の関係の数値化を行い、食物からも用語からも検

索できるデータベースを作成した。 
研究成果の概要（英文）：Texture descriptive terms such as “hardness” or “crispness” play 
an important role in sensory analysis. Selection and identification of descriptors 
require a lot of effort in descriptive sensory analysis. The objective of this study is to 
develop the useful database related to texture descriptors for speeding up the sensory 
analysis. We used 445 Japanese texture terms that had been collected in our earlier 
study. Through a literature survey, questionnaires sent to trained sensory panelists 
and sensory analysis using trained panelists, we collected 935 foods associated with 
445 texture terms. The data were applied to correspondence analysis to clarify the 
relationships among texture terms, texture terms and foods, and among foods 
quantitatively. As a result, the database which can be used in searching both 
descriptors and foods was developed. It would contribute to speed up the sensory 
evaluation. 
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１．研究開始当初の背景 
テクスチャー（食感）はおいしさに寄与す

る重要な要因である。テクスチャーの官能評
価において、「かたさ」「なめらかさ」「サク
サク感」などのテクスチャー用語は極めて重
要な役割を果たす。どのような用語を評価項
目に設定するかは、結果に大きく影響するか
らである。そのため、実験者は時間と労力を
かけて項目に用いる用語選定を行っている。 
このとき、テクスチャー用語が体系的に整

理されていれば用語選定や定義づけは効率
的であると考えられる。ISO11036 等による
国際標準のテクスチャープロファイルも提
唱されているが、日本語においては、その多
彩さ、曖昧さ、文化圏による個別性のために、
テクスチャー用語体系は構築されていなか
った。 

このような状況を鑑みて、研究代表者らは、
食品の研究者を対象としたアンケート、テク
スチャーの専門家への面接調査、および専門
書や辞書等の文献調査によって、日本語テク
スチャー用語を収集し、445 語から成るリ
ストを作成した 1)。さらに、各用語につい
て、一般消費者を対象としたアンケートに
よって、用語の認知状況、使用状況を明ら
かにした 2)3)。 
 
２．研究の目的 

すでに研究代表者が収集している日本語
テクスチャー用語 445 語を用いて、本研究で
は、食物名からも、テクスチャー用語からも
検索できるデータベースを作成することを
目的とする。このデータベースを参照するこ
とで、官能評価の迅速化に資すると考えられ
る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、すでに保有している日本語テ

クスチャー用語 445 語を用いた。食物名は、
テクスチャーがその品質に重要なものや日
本でよく食されているものを、可能な限り網
羅的に収集し、それらの食物と用語との関係
を数量化して、データベースを作成する。す
なわち、本課題は、(1)データベースに搭載す
る食物の選定、(2)用語と食物との関係づけ、
(3)データベースの作成と試行、という３つの
プロセスを経た。 

 
(1)データベースに搭載する食物名の収集 
①官能評価パネルへのアンケート 

テクスチャー用語は 445 と数が多く、全て
の用語について、食物名を想起させるアンケ
ートを行うことは、回答者への大きな負担と
なる。そこで、漢字は異なるが意味が類似し
た用語（“堅い”および“硬い”等）、擬音語・
擬態語で同じ音から派生した用語（“カリカ
リ”および“カリッ”等）は、１つの用語群

とし、271 用語群を調査に用いた。 
食品のテクスチャーの官能評価に十分な

経験をもつ食品総合研究所専属のパネル（18
名；女性 17、男性 1）に各用語群を一つずつ
提示し、用語群から想起される食物名を自由
記述式のアンケートによって収集した。 
 
②文献調査 
家計調査年報（総務省）、民間のアンケー

トデータ等から、日常頻繁に食べられている
食物、嗜好性の高い食物について収集した。 
 
(2)用語と食物名との関係づけ 
①用語提示からの食物名の想起 
 上記(1)①のアンケートで得られるデータ
を利用した。 
 
②食物名提示からの用語の選択 
 食品のテクスチャーの官能評価に十分な
経験をもつ食品総合研究所専属のパネル（16
名；女性 15、男性 1；全員が上記(1)①のパネ
ルと重なる）に、上記(1)②から選定した食物
名 160 品目を１品目ずつ提示し、それぞれ、
日本語テクスチャー用語445語のリストから、
テクスチャーを描写する用語となり得るも
のを選択させた。 
 
(3)データベースの作成と試行 
 テクスチャー用語 445 語と、(1)で得られる
食物名を搭載したデータベースを、(2)で得ら
れる用語と食物名との関係を反映させて作
成した。 
 作成したデータベースを用いて、餅、漬物
（ラッキョウ）、マヨネーズ、ゼリーを試料
とし、それぞれ、官能評価を行った。用語選
定にかかる時間やパネルの負担感について
確認した。 
 
４．研究成果 
(1)データベースに搭載する食物名 
①官能評価パネルへのアンケート 

自由記述式のアンケートにより得られた
回答を、辞書や専門書等を参照し、表記を統
一して集計した。また、全 271 語群からの想
起を合計しても出現頻度が５以下の食物名
は類似の食物名に統合するなどして整理し、
最終的に、935 品目を得ることができた。 

935 品目には、食品名も、料理名も含まれ
ており、また、穀類、豆類、魚介類、肉類、
卵類、油脂類、菓子類等、食品成分表のすべ
ての分類に属する食物名が含まれ、さまざま
な官能評価のためのデータベースとして耐
えうるものと考えられた。出現頻度の高い上
位 20 品目を表１に示した。 

ゼリーが最も多く挙げられ、次いで、せん
べい、餅、こんにゃく等の出現頻度が高かっ
た。いずれの食物も、テクスチャーが特徴的



 

 

で、テクスチャーが品質に重要であり、かつ
日本人の食生活になじみのある食物名であ
る。 

 
②文献調査 

文献調査から 160 品目を収集した。①で行
った用語からの想起で収集した食物名とほ
とんどが重複していた。 
 
(2)用語と食物名との関係づけ 
①用語提示からの食物名の想起 

用語と 935 品目の食物名をクロス集計し
たデータ行列にコレスポンデンス分析を適
用して、テクスチャー用語全体の構造を探索
的に解析した。その結果、第１軸は「破砕す
るか否か」の軸、第２軸は「空気の軽さ」の
軸と解釈できた。1990 年代後半に研究代表
者ら 4)が行った食感覚を表現する擬音語・擬
態語の代表的な用語 53 語と食物名との関係
の解析結果も、1960 年代前半に吉川ら 5)6)が
行ったテクスチャー用語と食物名との関係
の解析結果も、軸の命名は異なるものの、用
語や食物名の布置は同様の傾向が得られて
いる。調査時期、対象とする用語数、出現し
ている食物、評価者等が異なるにもかかわら
ず、おおよそ同様の傾向が示されおり、形容
する食物名からみた日本語のテクスチャー
表現の語彙は、破砕と流動の軸、空気による
軽さの軸が主要な２つの構造であることが
示唆された。また、Lawless et al.7)が、フィ
ンランド語のテクスチャー用語 71 語と英語
66 語の語彙構造を、それぞれ、評価者に用語
間の類似性を判断させて多次元尺度法
(multidimensional scaling; MDS)で解析し
て比較した結果でも、本研究の結果と同様

の傾向が得られている。すなわち、テクス
チャー表現を構成する次元には、言語の違い
や調査時期によらず、共通の要因があること
が示唆された。 

さらに、得られた用語の空間配置から各用
語間の親近性、食物間の親近性、用語と食物
名の親近性を定量的に明らかにした。 
 
②食物名提示から用語の選択 

①と同様に、用語と 160 品目のデータにコ
レスポンデンス分析を適用して、テクスチャ
ー用語全体の構造を探索的に解析した。その
結果、第１軸は「破砕するか否か」の軸、第
２軸は「空気の軽さ」の軸と解釈できる空間
座標が得られた。用語提示からの食物名の想
起（上記①）も、食物名提示からの用語の選
択も、同様の結果が得られたことから、①で
収集した食物名935品目および②で選定した
160 品目の食物名は、ともに、テクスチャー
の特徴に偏りがないこと、また、前述の通り、
テクスチャー表現を構成する主な次元には
共通性があることが確認された。 
また、得られた用語の空間配置から各用語
間の親近性、食物間の親近性、用語と食物名
の親近性を定量的に明らかにした。このとき、
①の用語からの想起の際には用語群として
まとめた、同じ漢字の読みで意味が似ている
用語（“硬い”と“堅い”等）、同じ音から派
生した擬音語・擬態語（“サクサク”、“サク
ッ”等）は、いずれも近い距離に布置されて
おり、用語群とした妥当性を確認することが
できた。 
 
(3)データベースの作成と検証 
 テクスチャー用語 445 語、食物名 935 品目
を搭載したデータベースを作成した。図１に
一部を示す。 

用語と食物の関係から用語間の親近性を
数量化することができたが、この親近性は、
必ずしも類義語を意味するものではなかっ
た。表１の出現頻度が高い食物のうち、例え

食物名 頻度 食物名 頻度
ゼリー 296 山芋 99
せんべい 258 オクラ 98
餅 245 キャラメル 98
こんにゃく 206 クッキー 98
プリン 193 チーズ 97
うどん 170 白飯 97
豆腐 161 生クリーム 96
パン 151 するめ 94
グミキャンディ 149 めかぶ 88
納豆 139 かりんとう 87
ラーメン 130 水飴 87
ガム 128 おかゆ 86
そば 128 パイ 84
チョコレート 127 海苔 83
アイスクリーム 125 中華まん 82
飴 123 ポテトチップス 82
里芋 122 綿菓子 82
きゅうり 117 イカ 81
ヨーグルト 108 饅頭 81
ところてん 103 じゃがいも 79
はちみつ 102 さつまいも 78
イクラ 101 シチュー 78
おかき 100 昆布 77
スナック菓子 99 団子 77
マシュマロ 99 ソフトキャンディ 76

表１　出現頻度の高い食物名上位50品目

　　　＜粗い＞
ステーキ 0.72 天ぷら 0.61 天ぷら 0.44 ざらめ糖
食パン 0.50 とんかつ 0.50 から揚げ 0.39 塩
厚揚げ 0.33 豚骨ラーメン 0.44 鶏皮 0.28 チョコレート菓子
卵焼き 0.28 ラーメン 0.39 とんかつ 0.28 コーンフレーク
とんかつ 0.22 豚の角煮 0.28 豚バラ肉 0.28 胡椒
ハム 0.17 フライ 0.22 フライ 0.28 揚げ物
押し寿司 0.11 豚バラ肉 0.22 トロ 0.22 おこし
月餅 0.11 トロ 0.22 フライドチキン 0.22 せんべい
魚 0.11 焼き肉 0.17 ポテトチップス 0.22 大根おろし
サンドイッチ 0.11 酢豚 0.17 揚げパン 0.17 パン
チキンカツ 0.11 から揚げ 0.17 コロッケ 0.17 ひき肉
チャーシュー 0.11 揚げパン 0.17 ステーキ 0.17 フランスパン
ハンバーガー 0.11 ハンバーグ 0.11 ラーメン 0.17 アーモンドスライス
ハンバーグ 0.11 はまち 0.11 揚げ物 0.11 ウインナー
豚の角煮 0.11 肉の脂身 0.11 油揚げ 0.11 エビフライ
餅 0.11 鶏皮 0.11 カレー 0.11 かき揚げ
うなぎ 0.06 チャーハン 0.11 コンビーフ 0.11 かりんとう
エビ 0.06 チャーシュー 0.11 さば 0.11 きんとん
お好み焼き 0.06 ステーキ 0.11 さんま 0.11 クッキー
カステラ 0.06 シューマイ 0.11 シューマイ 0.11 クランチ
がんもどき 0.06 鮭 0.11 ドーナツ 0.11 クルトン
しいたけ 0.06 ギョーザ 0.11
シフォンケーキ 0.06 エビフライ 0.11

＜厚い＞ ＜油（脂）っこい＞ ＜油（脂）っぽい＞

図１ データベースの一部

食物名の横の数値は用語との関係性の強さを表す。



 

 

ば、ゼリーは“ふるふる”、“ぷるぷる”、“ぷ
にょぷにょ”、“口あたりがよい”、せんべい
は“バリバリ”、“パリパリ”、“バキバキ”な
どとの関係が強かった。これらのように、一
つの食物が、似たようなテクスチャー要素を
表す複数の用語との関係が強い場合は、デー
タ解析により類義語のグループ化をもたら
す。一方、例えば、餅は“のびる”、“くっつ
く”、“弾力がある”、うどんは“つるつる”、
“こしがある”、“のびた”と関係が強いとい
ったように、一つの食物が、さまざまに異な
るテクスチャー要素を表す用語と関係が強
く、そのような関係がデータ全体に多くみら
れた場合は、類義語のグループ化にはつなが
らない。本研究で得られたデータは、用語を
分類するクラスター分析を行ったところ、テ
クスチャー要素で分類されたと解釈できる
用語クラスターと、描写する食物が共通であ
ることで形成された用語クラスターが混在
していた。したがって、本研究で作成するデ
ータベースには、類義語に関するデータは搭
載せず、用語と食物の関係のみを出現頻度の
大小によって数値化して反映させることと
した。類義語に関する情報については、今後、
別途、調査および解析を行って、データベー
スに追加したいと考えている。 
得られたデータベースを用いて、試みに、

餅、漬物（ラッキョウ）、マヨネーズ、ゼリ
ーの官能評価を行った。データベースから検
索したテクスチャー用語の候補をパネルに
提示し、そこから対象試料の描写に必要と思
われる用語を選択し、さらに必要があれば追
加してもらった。この方法によって、資料を
参照せずに対象試料を食べて自由に用語を
挙げ、それを討議して、最終的な用語を設定
するという従来の方法では約十数時間かか
っていたプロセスは大幅に短縮され、３～６
時間で行えた。パネリストも負担が軽減した
とコメントした。 
また、試みに行った物性測定データを参照

したところ、物性データが用語の定義付けに
役立つ場合とそうでない場合があった。 

本研究で得られたデータベースは官能評
価の迅速化に資するものであると考えられ
る。今後はさらに実証を重ね、データを追加
して改良を図る予定である。 
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